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研究成果の概要：研究代表者金井は，高階非コンパクト半単純リー群およびその余コンパクト

格子に付随して現れるワイル領域流 (Weyl chamber flow) の剛性とヴェイユや松島の古典的な

消滅定理の間に予期せぬ関係があることを指摘する新たな結果を得た．剛性問題に新たな進展

をもたらすことが期待される．このほかにも，連携研究者等により剛性問題に対る新たな知見

が多数得られた． 
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２００６年度 5,100,000  1,530,000  6,630,000  

２００７年度 4,200,000  1,260,000  5,460,000  

２００８年度 5,600,000  1,680,000  7,280,000  

    

総 計 20,000,000  6,000,000  26,000,000  
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１．研究開始当初の背景．申請書から該当
部分を抜粋する … ここで言う「剛性」とは，
例えば，Mostow や Margulis の剛性定理と
いったときのそれである．Lie 群の 格子の
算術性に関する Selberg 予想の解決や， 3 
次元トポロジーへの多大な影響など，応用
の観点からも剛性定理の魅力は傑出してい
る．そして，高峰がそれを見上げる位置に
より姿を変えるように，剛性問題も，それ
に挑む者の視点に応じ，様相を大きく変化
させる．剛性定理に名を冠せられた数学者，
あるいは剛性問題に大きな貢献を果たした
数学者として，例えば，A. Selberg, E. 

Calabi, A. Weil, H. Furstenberg, G. D. 
Mostow, G. A. Margulis, W. Thurston, R. 
Zimmer, M. Gromov, R. Schoen 等の名前が
挙げられる．そして，そのひとりひとりに
対し，それぞれの剛性問題がある．  

 剛性問題に関わりを持った数学者の専門

分野もまた多岐に渡る．リー群論・数論な

どの代数，力学系・ エルゴード理論，大域

変分法・擬共形写像といったある種の解析，

そして共形幾何・調和積分論をはじめ とす
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る幾何学など，諸分野が交錯するところで，

剛性理論は発展を遂げてきた．これが，剛

性問題のもうひとつの特性である．剛性問

題は数学における分野交流の最も優れた実

例のひとつである． 

 
２．研究の目的 再び申請書から該当部分
を抜粋する … 研究代表者は幾何学者のひ
とりとして，剛性問題に対する幾何学のさ
らなる貢献を実現し，ひいては剛性問題を
介した幾何と他分野との交流を通じ，幾何
をそして他分野をより豊穣なものにしたい
と願う．  
 
３．研究の方法 特定の分野にとらわれず，
分野横断的な視点をもって問題に取り組む
ことを常に目指した．そしてそれを実現す
るための手段のひとつとして，国内外から
研究者を招いての研究集会やセミナーを多
数主催した． 
 
４．研究成果 研究代表者によるワイル領
域流に対する研究の他に，連携研究者によ
る以下のような研究成果が挙げられた：シ
ンプレクティック・フィリングに関する研
究（太田）；離散的調和写像の剛性問題への
応用（井関・納谷）；リー群の余コンパクト
でない離散部分群に関する研究（小林）；Ｋ
３曲面に関する研究（金銅）；微分同相群の
完全性に関する研究（坪井）；擬準同型の新
たな構成とその剛性問題への応用（藤原）；
リー葉層構造に関する研究（松元）． 
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